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あらまし
本稿ではk匿名性 [Fun+10]や差分プライバシー [Dwo06;

寺田 19]とは異なる背景思想をもつ，匿名化技術の安全
性を測る数値指標を提案する。提案指標は，安全な匿名
化済みデータとは被害者への攻撃行動（差別，偏見等の
不当な扱いや何らかの形の暴力）を行う動機を攻撃者に
与えないデータである，という思想を出発点としている。
ではいつ攻撃行動が行われるかと言えば，「被害者の属性
はこれだ（だから攻撃するべきだ）」という確信の度合
いと攻撃行動にかかるコストを攻撃者が比較し，攻撃者
が前者が後者より大きいと判断したときに攻撃行動が行
われる，と考えることが出来る。本研究では「被害者の
属性はこれだ」という確信の度合いを統計的決定理論で
用いられるベイズ因子を用いて定式化し，安全性指標を
構成した。
ベイズ因子を用いて定義されているため，データの形
式にかかわらず利用できる。ただしデータが取りうる値
が無限に有るような場合は事前分布の選択に注意が必要
である。本稿ではこの問題に対するいくつかの対応策を
述べる。
提案指標と差分プライバシーの関係として次がわかっ
ている：差分プライバシーと同じ攻撃者の設定のもとで，
差分プライバシーを達成する匿名化メカニズムは提案指
標での安全性も達成している。この関係は差分プライバ
シーに新しい解釈を与えるため，重要なものと思われる。
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